
学習上の支援機器等教材活用促進事業

支援機器等教材を活用した特別支援教育の充実

（事業内容）
Ⅰ障害のある幼児児童生徒が学習活動を行う場合に生じる困難さを把握し、適切な
指導方法の工夫として教材を選定・活用するために必要な指標の研究
Ⅱ支援機器等教材の活用に伴う学習評価方法の研究（支援機器等教材の教育効果を
含む。）
Ⅲ障害のない幼児児童生徒や保護者に対し、支援機器等教材の活用が障害のある幼
児児童生徒の合理的配慮及び指導上必要であることを理解してもらうための取組の
研究

【教育委員会・国公私立大学・短期大学 等 ８箇所】

平成３０年度予算額 19百万円 （平成29年度予算額176百万円）

活用 評価

◎ 学習上の支援機器等教材活用評価研究事業 （１９百万円）

背 景

教員が障害の状態や特性を理解した上で、適切な支援機器等教材を選定・活用するために
必要な指標及び支援機器等の活用に伴う学習評価の研究を行う。また、通常の学級におい
て、支援機器等教材を必要としない幼児児童生徒及び保護者に対し、教材や支援機器等教
材の充実及び活用が、障害のある幼児児童生徒の合理的配慮及び指導上必要であることを
理解してもらうための効果的取組について研究を行う。

障害のある幼児児童生徒の将来の自立と社会参加に向けた学びの充実を図るためには、障害の状態や特性を踏まえた教材を
効果的に活用し、適切な指導を行うことが必要である。
また、各学校における必要な教材の整備、新たな教材の開発、既存の教材を含めた教材の情報収集に加え、教員がこれらの

教材を活用して適切な指導を行うための体制整備の充実が求められている。

これらの状況を踏まえ、ＩＣＴを含めた支援機器等教材の選定・活用に必要な指標及び学習評価方法について調査研究を行
う。

支援機器の
選定評価・効果研究
学習上の評価方法

等


